







A study about the technique of“Reverse Stockli with 3600 turn 
on 1 pommel" on pommel horse 
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図5.シュテクリA直接下向き逆転向
4)技の習熟に向けて
W選手はまだ， r一腕上下向き逆全転向jを安定し
て成功させることはできない.今後この技の安定化を
図るとするならば，軸手を握り換える際に「親指を入
れて把手を握るJということが考えられる.練習課題
の「シュテクリA直接下向き逆転向」の場合，把手を
握った時点で親指を入れることが可能であり，親指で
も体重を支えながら把手の側面を押すことができる.
そのため体重移動の操作が容易になると考えられる.
しかし，握り換えの際に「親指を入れて把手を握る」
操作自体が難しく，この動きをいかにして習得するか
という点は今後の研究課題である.
図6.親指を入れない外手握り(左)と親指を入れた外手握り(右)
4. まとめ
本研究の目的は， r一腕上下向き逆全転向jの技術
を抽出することであった.今回の考察で技術分析の対
象としたのは1名のみであったが，金子も述べている
ように， r個人技法的な“こつ" (trick，Kniff)は公共
的な，一般化された“こつ"(technique，Technik)へ
と煮詰められ，昇華されて，技術となりうるJ3-220) 
のである.被験者の数が少ないことや客観的な数値デ
ータで示していないことが研究の価値を下げるなどと
は，筆者らは考えていない.技術とは， r誰にでも当
てはまる可能性のある課題解決の具体的な運動の仕
方J4-231)であるが，それは常に実践の現場で“こ
っ"や“やり方"が模索されるなかで開発，解明され
ていくものである.実践現場での選手や指導者の生の
声を大切にしたいものである.
いちわんじよう
品ん婚における Iー腕上下肉昔逆さき転向lの技術に関する一考察
本研究で明らかにされた情報が「一腕土下向き逆全
転向jのトレーニングの現場に寄与することを額い，
論を閉じることとする陸
5 注記
2008年全米学生体操競技選手権大会において1名の
選手がこの技後成功させている.
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